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はじめに 

 

 ブラジルは、我が国の 23 倍の広さを持ち、各地で産出される鉱物や農産物や、2000 年以降、政

府が主力開発分野として種々の政策を打ち立て生産を伸ばしてきた石油ガスエネルギーセクター等、

内需の増大と輸出拡大を確固としたものするため、国内の流通輸送網を整備し、貨物を効率的且つ

迅速に搬送するモーダルシステムを構築する必要がある。 

 しかしながら、政府による大型インフラ計画の立案や実行期間を経た現在でも、ブラジルの貨物

輸送は、依然として道路輸送を中心に行われており、他のモーダルシステムについては開発の余地

を多く残したままである。国産品の国際競争力を高める為には、輸送インフラの充実は急務であり、

陸・海・河川・空をカバーする輸送手段や港湾開設など効率の良いインフラの建設と、効果的な輸

送モーダルシステムの構築が強く求められている。 

 ブラジルは、21 世紀に入り、最初の 10 年を、インフラ計画の立案と仕込みに専念したと言える。

本レポートで解説する過去の 2 度にわたる成長加速プログラム（PAC 計画）は、発表後 10 年近く

経つ今になっても、実現したインフラ計画は全体の半分にも満たないと言われる惨憺たる実態があ

る。ただし、その間に、ブラジルの成長に必要不可欠なインフラ分野のファンダメンタルな欠陥が、

洗い出され、正式に政府政策の議論の中心に据えられるようになったことは、皮肉にもルーラ及び

ルセフ両政権の大きな功績であったと言えよう。  

ブラジルは、現在、政治、経済、社会面など全ての面で課題を抱え、ルセフ大統領の罷免にまで

及びそうな気配が濃厚になりつつあり、幅広く政官界を巻き込んだペトロブラス汚職を中心とする

インフラ関係の汚職問題に加え、2015 年度の国内総生産（GDP）がマイナス 3.8％、インフレ率は

11%に迫るスタフグレーションに陥った状況で、インフラ分野も含め政府の重要案件は急ブレーキ

が掛かった状態となっており、オリンピックの円滑な開催に対しても懸念の声が聞かれるところで

ある。失業率も 8.5％を超え、政策金利も 14.25％と世界でも際立った水準にある。更に、対ドルレ

ートが過去 12 ヶ月で 30％下落した結果、輸入資機材を必要としている国内の工業セクターのコス

トの競争力も減殺され、コモディティ市場の低迷が続き、経済全体が息切れ状態に近い。 

 このような状況の中に、今回の報告では、ブラジルの海洋開発も含むインフラ関係事業の決定に

関する諸制度の概略を紹介し、これまで進められて来たインフラ投資計画のアウトラインや輸送分

野における開発の課題、今後の窺うべきビジネスの機会等をまとめた。 

 今回の調査内容が、ブラジルでの将来的な事業にご興味をお持ちの皆様の参考となり、ブラジル

進出及び事業への進出・展開への一助となれば幸いである。 

 

ジェトロ・サンパウロ事務所船舶部 

 （一般社団法人日本中小型造船工業会共同事務所） 

ディレクター（船舶部長） 禮田 英一 
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第１章 ブラジルの公共事業における事業の形態と入札制度 

 

1．1 官民の事業パートナーシップの形態 

政府と民間セクターのパートナーシップの主な形態には、下記の通り、民営化、公共サービスの

事業権付与、官民パートナーシップ（PPP）があり、それぞれに対し入札によって事業者が決定さ

れる。 

ブラジル政府の入札に関わる情報などについては、必要に応じ次のウェブサイトに詳しいので参

照されたい。（サイトはポルトガル語：http://www.comprasgovernamentais.gov.br/） 

民営化 

通常、公開入札における株式売却を通じて国有会社の支配権を民間セクターに移転することを指す。 

公共サービスの事業権付与 

民間セクターは費用とリスクを自ら負担して、政府に代わって公共サービスを提供し、サービス利

用者から料金を徴収することが可能。公開入札を通じて選ばれる。 

官民パートナーシップ（PPP） 

公共事業の遂行や公共サービスの提供における政府と民間セクターの提携。 

 

1．2 公開入札 

ブラジル国内企業または、外国企業を問わず、いずれの企業も入札に参加が可能であるが、ブラ

ジルの法律の基本要件と入札要領に応える必要がある。外国企業もブラジル国内企業と同様の手順

を踏み、現地で操業している企業に求められる要件と同じ書類が求められる。外国企業の場合、申

請書類は、当該国のブラジル領事館から認証を受け、ブラジル・ポルトガル語への翻訳版を手配す

る必要がある。 

公開入札は、政府が公益の契約にとって最も有利な提案を選定するよう確保することを目的とし、

最善の請負業者を選定する公式の手続きを指す。 

公開入札には、一般競争入札、調達競売、競売、価格協議、指名競争入札、コンペの 6 種類があ

る。交通およびエネルギー部門の公開入札では、主に一般競争入札、調達競売が行われる。 

 

① 一般競争入札 

通常、高額契約に採用され、総額 150万レアルを上回る固定資産の調達または引き渡し、65万レ

アルを上回る価値の土木工事・サービスに用いられる。ブラジル企業と外国企業は平等に競争する

が、国内で営業していない外国企業は法律上の代理人がブラジルに必要。国際購買をのぞき、入札

はすべて国内通貨で行われる。 

 

 

 

 

  

－ 1 －
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図表－１ 入札プロセス 

入札公示 資格確認 審査 承認 

入札公示は官報に掲載。 

入札書受付期間は最低

でも公示掲載日から 30

もしくは 45日間。 

入札資格確認のために

必要な証明書類： 

・ 法的資格 

・ 技術的資格 

・ 経済的資格 

・ 納税実績 

書類審査では、要件に合

っていない入札書は失

格となる。 

公示の評価基準に従い

順位付けされる。 

契約は実施のための条

件を正確に定め、当事者

の権利、義務、責任を規

定する。 

 

② 調達競売 

調達競売は価額に制限はなく、随時また定期的に、共通の物品・サービスを調達場合の請負業者

を選定する。公開の会場における書面による申込提案、または口頭入札の手段によって落札者を決

める。審査および順位付けには、公示に規定された納期、技術的仕様、最低成績および品質パラメ

ーターを考慮した最低価格基準が採用される。 

なお、上記の両入札の資格審査で必要とされる主な書類は以下のとおり。外国企業はそれぞれの

領事館から書類の認証を受け、原則としてポルトガル語への公証翻訳を行う必要がある。 

 

図表－２ 入札資格関係の書類 

法的資格 技術的資格 経済的資格 納税実績 

・ 設立証書、定款または

設立定款 

 

・ 関連する職業団体への

登録・加入 

・ 業務遂行能力の証明 

・ 適切な施設および設備

の表示 

・ 専門人員の確保 

 

・ 最新会計年度の貸借対

照表および財務諸表 

・ 借り入れ能力または収

益性の指標 

・ 見積もり価額の 10%を

上回らない最低限の資

本金または株式 

・ 納税義務遵守の証明 

 

その他、入札の規模や構造によって複数企業によるコンソーシャムを形成し入札に参加する場合

もある。 

＊ブラジルの企業法制の下では、コンソーシャムとは、「特定の事業の追及を目的とする複数の企業の連合」

とされ、法 6.404/76 号（会社法）第 278 号に規定されている。2014 年に行われたサッカーワールドカップ

のスタジアム建設などにその代表例がみられる。 

  

－ 2 －
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1．3 コンセッションと官民パートナーシップ（PPP） 

1.3.1 コンセッション 

インフラ関連入札で、頻繁に行われるようになったコンセッションの法律上の定義は、次の 2

項目の連邦法に規定されている。 

 

◎「公共サービスのコンセッション」（1995 年連邦法第 8987 号（以下「コンセッション法」）

第 2条第 II号） 

“権限を有する当局が、予め定められた期間、自らの計算及びリスクにおいて公的サービスを実

施することができる能力を示した法人又はコンソーシャムに対して、封緘競争入札の方法によっ

て行う、公的サービスの実施の委託” 

◎「公共事業が先行する公共サービスのコンセッション」（コンセッション法第 2条第 III号） 

“権限を有する当局が、その実施能力を示した法人又はコンソーシャムに対して、予め定められ

た期間のサービス提供又は事業参加によって民間事業者の投資が回収又は分割回収されるような

方式で、封緘競争入札の方法によって委託する、全部もしくは一部の建築、メンテナンス、改装、

増築又はあらゆる公共の利益に関する事業の改善” 

 

 1.3.2 官民パートナーシップ（PPP） 

ブラジルにおける PPP とは、上記コンセッションの中で、以下の分類に該当するものを指す。 

◎「スポンサード・コンセッション」（2004 年連邦法第 11079号（以下「PPP法」）第 2条第 1項） 

“利用者によって支払われる使用料に加え、公的機関から付随的報酬が支払われる形態” 

＊鉄道や有料高速道路等の建設及び運営委託案件に多くみられる 

 

◎「アドミニストラティブ・コンセッション」（PPP法第 2条第 2項） 

“政府が直接又は間接にサービスの受益者となる契約”経費は政府から支払われる。 

＊病院や刑務所等の建設及び運営委託案件に多く見られる 

 

＊PPP 法施行以降、PPP に該当しないコンセッションは、PPP と区別して、基本コンセッションと呼ばれ

ている。 

 

 1.3.3 基本コンセッションと PPP の比較 

 

コンセッション                  PPP 

 

ユーザーの使用料金を充当  VS    （使用料＋）公共団体からの報酬 

 

契約額・期間による限定なし VS    契約額・期間による限定あり 

 

保証システム無し      VS    独自の保証システムあり 

 

－ 3 －
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◎ PPP の場合の手続きの流れ 

 

民間からの任意提案と政府審査 

 ↓ 

政府の提案公表と民間の関心表明手続き 

  ↓ 

パブリックコンサルテーション 

 ↓ 

競争入札の実施 

 ↓ 

契約締結 

 

PPP の細かい手続き等の流れ： 

⇒民間提案から関心表明まで 

民間事業者から政府に対して事業提案 

政府による審査 

政府による提案募集の公表 

【通知内容】： 

・募集目的の明示 

・民間事業者から以下の事項に関する提案を受けることを通知 

 “技術・金融・経済・環境・法的側面からの実現可能性に関する考察 

 事業遂行の方法論及びシステムに関する調査” 

 ・公共団体が自ら事業を行った場合と比較した場合のコスト削減内容提案事業が最も適切な

モデルに合致していることを示す背景や理由 

 ・その他提案事業の実現可能性に関する詳細 

・当該プロジェクトにおける公共団体と民間事業者の関係 

・関心表明した民間事業者が調査を行う期間 

・手続に関するガイドライン 

・政府提案に対する民間からの関心表明書の提出 

 

関心表明書提出後の流れ： 

・関心表明書を提出した後、政府との折衝を実施する 

・PPP契約の詳細に関する交渉は、この段階で行う 

＊注意：PPP 契約ドラフト等は、この後の公聴期間内に公表される必要があるため、

これより後の段階で、PPP契約の詳細な条件について交渉する機会はない。 

 

公聴期間の設定： 

・公聴期間の設定（PPP法第 10条柱書第 11号に従い実施 

－ 4 －
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・入札要項

 ＊同時に
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は最低 7

札手続・契約

・原則：資格

資格審査が

きるシステ

されるケー

 

⇒契約相手

＊契約の

 

契約期間中に

PPP 契約の

PPP 契約の

ことが決定

公共団体に

いる。但し

表－３～図表
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と事例（20

ドラフトと

に通知される

は、少なく

日間が設定
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格審査と価格

が先行し、資

テム。ただし

ースもあり、

手の選定を完

の解除 

に民間事業者

の解除を行う

の解除を行う

定されなけれ

に債務不履行

し、最終の裁

表－９は、第

札及び調達競

14 年サッカ

PPP 契約の

る内容：入札

とも 30 日間

定される。

格審査／価格

資格要件を満

し、手続きの

入札規定に

完了し契約の

者に債務不履

うかを選択で

うには、事前

ればならない

行があれば、

裁判所の判決

第 1 次 PAC

競争入札とそ

カーワールド

図表－３ 公

8 

のドラフト等

札手続の根拠

間以上でな

格要素・技術

満たしたと認

の迅速化を図

にその旨事前

の実行 

履行があった

できる。 

前に、行政手

い。（＊民間事

訴訟が可能

決までサービ

C 期間が終了

その入札プロ

ドカップのス

公開入札 資

等が公表され

拠/事業範囲/

ければなら

術要素加重

認められた入

図るため、先

前に規定さ

た場合、公共

手続におい

事業者に防御

能で、請負業

ビス提供を中

了した 2011

ロセス）、そ

タジアム建

資格審査 

れる。 

/契約期間/契

ず、期間最

平均審査の

入札者のみ

先に価格等

れる） 

共団体は違約

て民間事業

御の機会が

業者側から

中断するこ

年時点にお

その他の入札

建設）を纏め

契約価格設定

最終日から入

２段階を設

みが価格等審

等審査を行う

約金の支払を

業者に債務不

与えられる

の解除権も

とはできな

ける入札資格

札形態、コン

たものであ

定等 

入札開始まで

設定。（通常、

審査に参加で

ことも許容

を求めるか、

不履行がある

る） 

認められて

い。 

格審査内容、

ンソーシャム

る。 

 

で

、

で

容

、

る

て

、

ム
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・外 局 

－国家陸運庁（ANTT）：2001 年 6 月 5 日の法令 10233 号により設立 

運輸省の配下で定める政策に対する規定や規制を設け、必要な許認可を行なう。道路・鉄道コンセ

ッションにおける入札の実施管理主体 

 

－国家輸送インフラ局（DNIT）：2001 年 6 月 5 日発効の法令 10233 号により設立 

運輸省および国家運輸政策統一審議会の定める交通政策の遂行機関として、連邦交通網（SFV）の

インフラにおける管理、整備、改善、拡張、運営を担う。連邦道路の管理主体として、PAC、PIL

計画などのインフラ投資プログラムに基づく新設・改良工事を所轄している機関。 

 

・公 社 

－鉄道建設エンジニアリング公社（VALEC S.A）： 

鉄道路線の設計、建設の執行機関。また、南北鉄道などの開発懸案路線では、VALEC自身がブ

ラジル政府から運営権を受けた運営事業者となっている。 

 

② 海上内陸水路輸送（海運・港湾施設・内陸水路も含む） 

・港湾特別局（SEP/PR: Secretaria Especial de Portos da Presidência da República） 

2007 年 5月に設立された大統領府直轄の機関で、大統領府内の「局」ではあるが実質的に１省

庁と同等の権限を付与されている。 

海港分野の活性化を実現する為の政策・指針を定め、港湾インフラの発展に向けたプロジェク

ト、プログラム、施策を実行する。法令 12815（2013 年 6月 5日）により、内陸水路について

も担当が運輸省から移管された。 

 

・外 局 

－国家水運庁（ANTAQ）：2001 年 6月 5日の法令 10233号により設立 

SEP の配下で定める政策に対する規定や規制を設け、必要な許認可、および港湾施設、海運・

水運業者の監督業務を行なう。 

 

・公 社 

－７埠頭公社（Companhia Docas）： 

州・市の地方自治体管理下ではない連邦管理下の公共港の運営権を付与されている、SEP 傘下

の港湾管理主体である。サンパウロ州の CODESP（Companhia do Estado de São Paulo）な

ど７公社で 18 港の管理を行なっている。 

 

－CODOMAR（マラニョン埠頭公社）： 

運輸省傘下で、2008 年の DNIT との協定により、内陸水路の管理主体である AHIMOC（西ア

マゾン水路管理局）など８つの水路管理局の監督機能を DNIT より委任されており、他にも９

河川港を直接管理している。元々は北部マラニョン州の海港イタキ港の管理公社であったが、

2010 年にマラニョン港湾管理会社（EMAP）に運営が移管されている。 

－ 11 －
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③ 航空輸送（航空・空港インフラ） 

・民間航空局（SAC/PR: Secretaria de Aviação Civil da Presidência da República） 

2011 年８月に設立された大統領府直轄の機関で、元々航空行政の策定を担っていた空軍民間航

空局（DAC）が消滅し、新たに大統領府下に置かれた。SEP と同様に実質的に 1省庁と同等の

権限を付与されている。 

公共空港の運営主体。コンセッション方式で運営される空港においては、民間コンソーシャム

と特別目的会社を設立し共同株主となる。 

民間航空分野の活性化を実現する為の政策・指針を定め、空港インフラの発展に向けたプロジ

ェクト、プログラム、施策を実行する。 

 

・外 局 

－国家民間航空庁（ANAC）: 

民間航空局の配下で定める政策に対する既定や規制を設け、必要な許認可や空港施設・航空会

社の監督業務を行なう。 

 

・公 社 

－国家航空インフラ公社（INFRAERO）： 

また、統合的な運輸行政を行なう為の以下の２機関が設けられている。 

 

④ 国家運輸政策統一審議会（CONIT）：2001 年設立 

大統領府直轄で、陸・海・空の全てのモーダルを包括した国の運輸政策における諮問機関であ

る。14名メンバーの内 ８名は大臣（運輸、内閣官房、財務、計画、農務、商工開発、港湾、航

空）及び６名の民間団体からの代表（運輸・農業・工業連盟など）で構成される。 

・物流計画公社（EPL）：2012 年 8月設立 

運輸省傘下の公社として設置されているが、運輸省、民間航空局、港湾特別局の３機関との間

に立ち各機関の異なる計画間の調整を行なう。高速鉄道（TAV）計画の推進についても担当す

る。 

 

2．2 経済成長加速化計画（PAC） 

2007 年スタートの第 1次 PAC インフラ整備計画では、運輸・交通インフラ、エネルギーインフ

ラ、社会・都市インフラの３分野へのプロジェクト投資として 2007～2010 年の４年間で 3,497 億

ドル相当（４年間の平均為替レート 1.88 レアル/１ドルで換算）を投入する経済成長加速プログラム

（PAC：Programa de Aceleração do Crescimento）が発表された。プログラム実施開始後も予算修

正が行なわれ、PAC投資総予算は当初の 5,039億レアル（2,680億ドル）から最終的に 6,574億レ

アル（3,497億ドル相当）まで増加されている。 

次の図表－１２～図表－１４は、2011 年時点で、当所が PAC 計画について調査した PAC 計画の

目的、概要及び投資計画の概要をまとめたものである。 
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図表－１３
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・
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港湾 27億 ７億 8910万 ・６港の浚渫 7工事 

・サントス港アクセス道路工事 2区間建設 

・アレイア・ブランカ塩田ターミナル建設 

・他 3港の改良・改修工事 

水路 7億 10億 990万 アマゾナス州内 10河川ターミナル建設 

トゥクルイ水量発電所閘門建設 

計 583億 654億 7000万

    ※2010 年 12 月 31 日までの投資見込み額  （出典：計画予算管理省 第 11 回 PAC 収支報告書） 

 

港湾局（SEP/PR）のメインプロジェクトとして国家浚渫計画があった。港湾へのアクセスの簡易

化、大型船舶受け入れの可能性追求、物資受け入れ規模の拡大が目的とされ、そのための港湾の維

持、リフォーム、物流の効率化を含む港湾インフラの拡大、効率化を高め輸送コストを下げること

などが記されている。このプロジェクトは、成長加速化計画（PAC1 - 2007 年発表、 PAC2 - 2010

年発表）の共有プロジェクトとして位置づけられている。PAC1（2007 年～2010 年）では連邦政府

は 16 億レアルを浚渫に、18 億レアルを港湾インフラ改善に、50 億レアルを物流促進分野に配分。

PAC2（2011 年～2014 年）では 10 億レアルを浚渫に、28 億レアルを港湾インフラ改善に、3500

万レアルを物流促進分野に配分した。 

 

2．3 PAC 2 計画（第 2 次経済成長加速化計画） 

2010 年末の時点で、次期大統領候補として名乗りを上げたルセフ氏は、選挙戦でアピールする目

玉事業として第 2次 PAC 計画を策定、従来案件の取り残し、継続パッケージに加え、医療と教育へ

の開発資金を追加し、当時、「PAC の母」との異名をとり大統領選に当選、同プログラムは 2011

年のルセフ政権開始時より実施されることになった。 

プログラム内容は運輸・交通、エネルギーの他、低所得者用住宅政策「私の家・私の生活 （Minha 

Casa Minha Vida：MCMV）」等の６分野に分割され、2011 年から 2014 年の４年間で 9,589億レ

アル、2014 年以降 6,316億レアルと２期間で合計１兆 5,905億レアルになり、PAC１の２倍以上の

投資を予定した。 

なお、当時、ブラジル政府は、第１次 PAC 計画の進捗が遅れた理由として、次の点を挙げている。 

◎国や行政機関などの構造的問題：連邦政府は、地方自治体の官僚主義的な問題 

◎連邦、州、町など全ての部門において、プロジェクトを準備し評価・実行する専門能力や実

践的能力を持つ人材の不足 

 

第２次 PAC 計画の概要は、以下の図表－１６～図表－１９の内容になっている。ここでは、PAC2

計画の中の輸送・港湾・水路インフラに関する部分を纏めた。 

また、参考までに掲載した図表－２０は、PAC2 計画の中のエネルギー分野をまとめたもので、

PAC2 計画を通し、ブラジルの深海・プレサル鉱区の開発や造船セクターの育成、プラットフォー

ムの建造など促進し、石油ガス生産の増強を後押ししようとした政府の施策も組み込まれているこ

とが分かる。 
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ィンス(M
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期・中期・長

L: Programa
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化、②物流の

係し、コンセ

企業の投資を

IL モーダル

ma de Inve

８月、港
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近代化  ）

アル投資

の民営化
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MG)空港の
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長期に渡る

a de Invest

ラムが発表

の効率化、③

セッションや

を呼び込む計

ル別投資概要

estimentos

港湾・空港

20億レアル

ル
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化）  160億

のコンセッ

の計画 

国家の輸送
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され、同年

③ 物流コス
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計画となって

（出典：物

s em Logist

港は同12月

ル

アル

レアル

ッション：

送インフラ改

m Logística

年末に港湾

トの低廉化

ートナーシッ

ている。 

流計画公社

tica）

月に発表

：87億レア

改善に向けた

a）が追加発

湾・空港分野

化を目的に、

ップ（PPP）

 

（EPL）） 

アル

 

た

発

野
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 また、８月の発表時には物流計画公社（EPL）の設立も発表され、先述の通り、陸（水路含む）・

海・空の交通モーダルごとに管轄省庁が異なる中、省庁を横断して各省庁の立案する物流計画間の

調整を行なう、統合的な物流計画の推進主体が誕生した。 

 

  

－ 19 －
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